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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
一
手
目
が
好
手

筋
で
、
黒
生
き
に
な
り
ま
す
。

（
５
分
で
一
、
二
級
以
上
）

「
ノ
ル
マ
に

よ
る
売
上
げ

の
『
上
積
み
』

な
ん
て
、
必

要
な
い
。
今

日
買
わ
な
く

て
も
『
資
生
堂
と
一
生
付
き

合
い
た
い
』
と
い
う
お
客
様

を
増
や
す
こ
と
だ
」
。
新
社

長
は
、
店
頭
に
立
つ
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

売
上
げ
ノ
ル
マ
を
廃
止
し
た

▼
社
員
が
ノ
ル
マ
達
成
に
向

け
、
頑
張
る
ほ
ど
同
社
の
売

上
げ
は
伸
び
る
。
だ
が
、
お

客
さ
ん
は
必
要
の
な
い
商
品

も
買
わ
さ
れ
か
ね
な
い
。
ノ

ル
マ
に
よ
る
接
客
で
信
頼
は

一
気
に
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
る

と
考
え
る
▼
「
あ
と
い
く
ら

売
ら
な
い
と
」
と
い
う
思
い

が
頭
の
す
み
か
ら
離
れ
な
か

っ
た
が
、
「
き
れ
い
に
な
っ

て
も
ら
う
た
め
の
接
客
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
社

員
は
話
す
。
「
信
頼
が
得
ら

れ
れ
ば
、
あ
り
余
る
果
実
が

待
っ
て
い
る
」
と
社
長
も
自

信
を
見
せ
る
。
売
り
ま
く
れ

の
風
潮
に
一
石
を
投
じ
る
。

分
宛
の
メ
ー
ル
も
見
ら
れ
な

い
。
こ
こ
で
も
疎
外
感
を
味

わ
っ
て
い
る
。

【
当
局
】
疎
外
感
を
味
わ
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
現
実
な

ら
辛
い
話
だ
。
同
僚
で
も
あ

る
行
　
職
員
を
総
務
課
職
員

が
ど
う
認
識
す
る
の
か
も
含

め
、
風
通
し
の
良
い
職
場
を

実
現
す
る
上
で
、
今
回
の
要

望
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た

い
。

【
組
合
】
庁
を
は
じ
め
当
局

が
「
行
　
職
員
は
職
場
を
支

え
る
大
事
な
職
責
を
担
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
ス

タ
ン
ス
を
放
棄
し
て
き
た
結

果
だ
。

行
　
職
員
の
労
働
条
件
と

処
遇
の
改
善
を
重
ね
て
要
望

し
て
い
く
。

昨年12月８日、行（二）職員の処遇改善問題で庁交渉を実施。交渉には行
（二）組合員（四国地連：鎌田、関信地連：大平）と本部及び東京・関信・近
畿地連の行（二）担当者が参加、酒井総務課長補佐が対応しました。
交渉では、定員削減による先行き不安、画一的な超勤手当削減、劣悪な昇

格水準等で、「行（二）職員は職場を支える大事な職責を担ってもらっている」
という雰囲気が極端に薄まり、該当者は失望感や疎外感を強く感じている実
態を庁当局にぶつけました。
以下、交渉の要旨です。

【
組
合
】
定
員
削
減
が
急
速

に
進
む
中
、
人
事
院
は
行

職
員
の
昇
格
改
善
で
積
極
的

に
対
応
す
る
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。
国
税
の
場
合
、
個
別

協
議
で
ど
う
進
展
し
て
き
た

署
で
あ
り
、
他
官
庁
と
比
べ

昇
格
水
準
は
劣
悪
だ
。
そ
の

端
的
な
例
と
し
て
、
①
来
年

定
年
を
迎
え
る
鎌
田
さ
ん
は

未
だ
に
２
級
、
②
勤
続
14

年
・
38
歳
の
中
塚
さ
ん
（
東

京
局
）
も
１
級
に
す
え
お
か

れ
て
い
る
ヒ
ド
イ
実
態
が
あ

る
。

【
当
局
】
さ
ら
な
る
努
力
を

す
る
。

【
組
合
】
現
場
の
長
は
行

【
組
合
】
行
　
職
員
の
超
勤

手
当
に
つ
い
て
、
長
官
は
、

の
か
聞
き
た
い
。

【
当
局
】
個
別
協
議
を
や
っ

て
い
な
い
訳
で
は
な
い
。
部

下
数
カ
ウ
ン
ト
は
、
交
換
手

の
ブ
ロ
ッ
ク
制
で
い
つ
か
認

め
ら
れ
て
き
た
が
、
原
則
、

不
安
が
増
大
し
て
い
る
。

【
当
局
】
40
時
間
支
給
さ
れ

て
い
た
人
が
20
時
間
に
な
る

の
は
不
安
で
す
ね
。

【
組
合
】
早
朝
か
ら
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
あ

る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
否
定

さ
れ
、
年
々
職
務
に
対
す
る

希
望
を
失
っ
て
い
る
。

毎
年
ダ
ン
ピ
ン
グ
傾
向
に

あ
る
業
務
の
外
注
化
で
、
不

始
末
は
結
局
行
　
職
員
に
は

ね
返
っ
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
が
総
務
に
あ

り
、
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
が
座

っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
自

が
、
支
給
時
間
数
が
目
立
つ

行
　
職
員
の
超
勤
を
画
一
的

に
削
減
し
て
き
た
の
が
実
態

だ
。

【
当
局
】
超
勤
を
一
律
に
取

り
上
げ
ろ
と
は
言
っ
て
い
な

い
。

【
組
合
】
手
当
は
減
ら
さ
れ

る
が
、
同
じ
量
の
仕
事
を
や

ら
さ
れ
て
い
る
。

数
年
前
ま
で
は
月
40
〜
50

時
間
の
超
勤
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
た
。
昨
年
７
月
か
ら

退
庁
時
間
が
５
時
15
分
に
な

っ
た
た
め
、
超
勤
切
り
捨
て

に
拍
車
が
か
か
り
、
不
満
と

職
員
の
実
態
が
見
え
て
い
な

い
。
昇
格
に
つ
い
て
も
関
心

も
薄
く
、
該
当
職
員
は
疎
外

感
を
感
じ
て
い
る
。

交
換
手
４
級
昇
格
促
進
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
当
局
】
い
っ
た
ん
は
交
換

手
の
ブ
ロ
ッ
ク
制
で
こ
じ
開

け
た
が
、
そ
の
運
用
と
個
別

協
議
を
積
み
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

「
機
械
的
に
削
減
し
て
い
る

訳
で
は
な
い
」
と
回
答
し
た

職
員
の
数
で

あ
り
、
結
果

は
な
か
な
か

思
う
よ
う
に

い
か
な
い
。

【
組
合
】
国

税
の
場
合
、

大
半
が
一
人

し
、
い
く
ら
昇
給
し
て
も
、

新
旧
俸
給
月
額
の
「
差
額
」

に
追
い
つ
か
な
い
昇
給
額
の

た
め
、「
意
味
が
な
い
」
「
な

ん
で
今
頃
」
「
お
も
し
ろ
く

な
い
」
と
い
っ
た
声
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

【
名
古
屋
局
・
東
海
地
連
】

当
日
、
東
海
地
連
の
組
合

員
22
名
か
ら
発
令
結
果
が
報

告
さ
れ
、
５
号
俸
昇
給
が
４

名
、
２
号
俸
昇
給
が
13
名
、

「
制
度
上
昇
給
な
し
」
が
５

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
金
沢
局
・
北
陸
地
達
】

55
歳
以
下
９
名
全
員
２
号

俸
昇
給
、
55
歳
以
上
の
組
合

員
の
う
ち
１
名
が
２
号
俸
昇

給
、
残
り
の
５
名
は
「
昇
給

な
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

育
児
休
暇
や
介
護
休
暇
等

を
取
得
し
た
職
員
の
う
ち
、

「
勤
務
成
績
判
定
期
間
の
６

分
の
１
に
相
当
す
る
期
間
の

日
数
を
勤
務
し
て
い
な
い

(

注)

職
員
は
、
『
勤
務
成
績

が
良
好
で
あ
る
と
は
認
め
ら

れ
な
い
』
た
め
、
１
号
俸
昇

給
」
と
庁
窓
口
は
説
明
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
昇
給
期
間

中
に
停
職
、
減
給
ま
た
は
戒

告
の
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職

員
は
、
昇
給
は
０
号
俸
に
な

っ
て
い
る
模
様
で
す
。

（
注
）
勤
務
し
な
か
っ
た
日

か
ら
除
か
れ
る
主
な
時
間
日

数
は
、
①
年
次
・
特
別
休
暇
、

②
公
務
上
の
負
傷
ま
た
は
疾

病
等
に
よ
る
病
気
休
暇
・
休

職
日
、
③
妊
娠
・
出
産
後
の

保
健
指
導
ま
た
は
健
診
を
受

け
る
た
め
承
認
さ
れ
た
時
間

日
数
、
④
妊
娠
中
の
女
子
職

員
の
通
勤
緩
和
と
し
て
承
認

さ
れ
た
時
間
数
等
。

【
東
京
局
・
東
京
南
支
部
】

当
日
、「
特
に
良
好
」
と

評
価
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
２

割
強
の
職
員
は
署
長
室
で
､

「
良
好
」「
良
好
で
あ
る
と
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
査
定
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
は
副
署
長
室

で
、
そ
れ
ぞ
れ
昇
給
区
分
と

新
号
俸
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。昇

給
停
止
と
な
っ
て
い
た

職
員
も
、
「
特
に
良
好
」
な

ら
２
号
俸
昇
給
と
な
り
、
そ

の
つ
も
り
で
呼
ば
れ
た
と
思

っ
た
と
こ
ろ
、
「
勤
務
成
績

は
良
好
で
す
が
、
55
歳
以
上

の
た
め
制
度
上

昇
給
し
な
い
こ

と
に
な
り
ま

す
」
―
―
肩
す

か
し
の
通
知
書

が
手
交
さ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
、
55

歳
以
下
の
組
合

員
の
大
半
は
２

号
俸
昇
給
（
病

休
の
程
度
で

「
１
ま
た
は
０
」

の
昇
給
が
１

名
）
、
わ
ず
か

に
55
歳
以
上
の

組
合
員
１
名
が

２
号
俸
に
昇
給

し
ま
し
た
。

【
大
阪
局
・
東
大
阪
支
部
】

発
令
の
夜
は
支
部
の
「
新

春
旗
び
ら
き
」
を
開
催
、
集

ま
っ
た
24
名
の
組
合
員
（
約

半
数
は
６
級
ポ
ス
ト
の
在

職
）
の
内
、「
良
好
で
な
い
」

と
査
定
さ
れ
た
組
合
員
は
ゼ

ロ
。
対
し
て
９
名
の
組
合
員

が
「
５
号
俸
昇
給
」
。
し
か

「
勤
務
実
績
の
給
与
へ
の
反
映
を
強
化
す
る
」
新
た
な
昇
給

制
度
が
導
入
さ
れ
、
①
従
来
年
４
回
の
昇
給
時
期
は
年
１
回

（
毎
年
１
月
１
日
）
に
統
一
さ
れ
る
と
と
も
に
、
②
従
来
の
特

別
昇
給
と
普
通
昇
給
が
統
合
さ
れ
、
昇
給
の
区
分
は
５
段
階

（
Ａ
〜
Ｅ
）
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
①
55
歳
（
行
　
職
員
は
57
歳
）
以
上
の
職
員
に
つ
い

て
は
、
従
前
の
昇
給
停
止
措
置
に
替
え
て
、
昇
給
幅
を
半
分
程

度
に
抑
制
す
る
、
②
い
わ
ゆ
る
枠
外
昇
給
制
度
も
廃
止
さ
れ
る

が
、
昇
給
日
に
お
い
て
職
務
の
級
の
最
高
号
俸
に
位
置
す
る
職

員
は
、「
昇
給
規
定
の
適
用
外
」
と
な
り
、
昇
給
し
な
い
取
扱
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、（
07
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
９
ヵ
月
間
の
「
勤
務
成
績
の

評
価
」
に
基
づ
く
）
今
回
の
昇
給
は
、
①
税
務
７
級
以
上
の
者
は
Ａ

〜
Ｅ
の
５
段
階
の
昇
給
区
分
を
適
用
、
②
６
級
以
下
の
者
は
、
勤
務

成
績
が
「
特
に
良
好
で
あ
る
」「
良
好
で
あ
る
」「
良
好
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
な
い
」
の
区
分
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
（
表
参
照
）。

そ
の
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
全
国
税
組
合
員
の
範

囲
で
み
る
と
、
お
お
ま
か
以
下
の
と
お
り
で
す
。

格
差
ど
こ
ま
で
拡
大
す
る
の
か
…

中
高
年
は
「
昇
給
の
恩
恵
」な
し

「
新
た
な
昇
給
制
度
」
実
施

恣
意
的
査
定
に
悲
喜
こ
も
ご
も

行(二)職員の実感　庁にぶつける

水
準
は
後
退
、
劣
悪
な
昇
格
実
態

個
別
協
議
に
持
込
み
で
押
上
図
れ

超
勤
手
当
の
一
律
・
大
幅
削
減

早
急
に
見
直
し
・
手
直
し
行
え
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く
、
21
年
度

夏
の
全
国
一

斉
実
施
に
固

執
す
べ
き
で

な
い
こ
と
は

明
白
で
す
。

と

り

わ

け
、
面
接
や

電
話
で
の
税

務
相
談
を
内

部
事
務
一
元

化
担
当
か
ら

切
り
離
す
こ

２
０
０
６
年
秋
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
も

っ
と
試
行
を
積
み
重
ね
る
べ

き
」
が
多
数
を
占
め
、
「
従

来
の
体
制
で
よ
い
」
と
合
わ

せ
れ
ば
職
員
の
８
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
専
門
外
の
事
務

や
税
目
ヘ
の
習
熟
に
は
長
い

時
間
が
か
か
り
、
狭
隘
庁
舎

の
拡
充
も
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
全
国
化
す
る
に

は
余
り
に
も
ハ
ー
ド
ル
が
高

な
お
、
下
記
の
要
求
が
実

現
し
な
い
場
合
、
私
た
ち
は

試
行
の
中
止
を
求
め
ま
す
。

１
　
税
務
相
談
業
務
を
内
部

事
務
一
元
化
事
務
と
切
り
離

す
こ
と

①
現
行
の
窓
口
事
務
の
う
ち

税
務
相
談
に
つ
い
て
は
電

話
、
面
接
と
も
に
内
部
事
務

一
元
化
職
員
の
担
当
か
ら
外

す
こ
と
。

②
試
行
全
署
に
３
名
以
上
の

税
務
相
談
官
を
配
置
し
て
窓

口
対
応
を
行
う
こ
と
。

③
当
面
、
窓
口
グ
ル
ー
プ
を

増
員
し
、
複
数
で
相
談
業
務

を
行
う
こ
と
。

２
　
試
行
署
に
お
け
る
内
部

事
務
一
元
化
職
員
を
大
幅
に

増
や
す
こ
と
。

①
ゆ
と
り
あ
る
事
務
を
保
障

で
き
る
よ
う
増
員
す
る
こ

と
。

②
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
が
確
実
に
実

施
で
き
る
よ
う
増
員
す
る
こ

と
。

③
各
種
研
修
や
会
議
な
ど
ヘ

の
出
席
に
よ
る
人
員
減
に
見

合
う
増
員
を
行
う
こ
と
。

④
複
数
で
窓
口
相
談
な
ど

が
で
き
る
よ
う
増
員
す
る

こ
と
。

⑤
適
切
に
新
入
職
員
を
指

導
で
き
る
よ
う
増
員
す
る

こ
と
。

⑥
小
規
模
署
で
の
試
行
に

見
合
う
増
員
を
行
う
こ
と
。

⑦
超
過
勤
務
の
実
態
を
調

査
し
、
定
時
退
庁
で
き
る

増
員
を
行
う
こ
と
。

⑧
休
暇
取
得
に
制
限
が
か

か
ら
な
い
よ
う
増
員
す
る

こ
と
。

⑨
窓
口
来
署
者
態
様
報
告

な
ど
上
乗
せ
さ
れ
た
新
た

な
事
務
に
見
合
う
増
員
を

行
う
こ
と
。

３
　
研
修
体
制
を
改
善
す
る

こ
と

①
す
べ
て
の
事
務
、
す
べ

て
の
税
目
に
習
熟
で
き
る

長
期
的
な
研
修
体
系
を
策

定
す
る
こ
と
。

②
す
べ
て
の
税
目
習
熟
の

た
め
、
税
務
相
談
官
研
修

と
同
等
の
研
修
を
取
り
入

れ
る
こ
と
。

③
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
を
重
視
す

る
こ
と
。

④
自
己
研
修
の
時
間
を
事

拘
束
時
間
を
元
に
戻
せ
！

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

「
仕
事
と
職
場
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
寄
せ

ら
れ
た
五
百
名
を
超
す
声

か
ら
…
。

▼
退
庁
時
間
の
延
長
で
小

一
の
娘
を
一
人
き
り
に
し

て
し
ま
う
時
間
が
生
ま

れ
、
仕
事
中
も
帰
宅
途
中

も
大
変
不
安
で
す
。

▼
昼
休
み
が
30
分
に
な
っ

て
か
ら
、
食
べ
る
こ
と
に

い
っ
ぱ
い
で
、
会
話
も
な

け
れ
ば
銀
行
に
も
行
け
ず

困
っ
て
い
る
。

確
申
期
は
健
康
第
一
に

【
兵
庫
・
明
石
分
会
】

二
ヵ
月
以
上
に
わ
た
る

激
務
の
確
申
期
。
健
康
第

一
の
事
務
運
営
を
求
め
た

い
。
昼
の
30
分
や
45
分
で

健
康
を
守
れ
る
か
、
親
切

な
応
対
が
出
来
る
か
ど
う

か
考
え
て
欲
し
い
。
こ
の

時
期
、
昼
休
み
は
５
分
10

分
食
い
込
む
こ
と
が
多
々

あ
る
事
実
も
考
慮
に
入
れ

て
も
ら
い
た
い
。

交
渉
参
加
者
唖
然
！

団
交
の
最
中
に
「
席
立
ち
」

【
北
海
道
地
連
】

昨
年
12
月
の
第
二
回
局

長
交
渉
は
、
局
長
の
異
常

な
早
口
で
の
回
答
読
み
上

げ
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
。
議
題
は
、

Ｃ
Ｏ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
紛
失
事
件

で
の
人
権
侵
害
、
立
て
続

け
の
「
懲
戒
処
分
」
な
ど

目
白
押
し
。
加
え
て
確
申

期
を
前
の
問
題
等
々
。
こ

れ
ら
は
今
の
札
幌
局
の
異

常
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
反
映

し
て
い
る
。
局
長
が
交
渉

中
断
と
い
う
暴
挙
に
出
た

の
は
、
議
題
も
佳
境
に
入

っ
た
「
懲
戒
処
分
の
基
準

を
示
せ
」
と
の
組
合
の
追

及
時
だ
っ
た
。
「
席
立
ち
」

で
交
渉
を
中
断
す
る
と
い

う
行
為
は
、
ま
ぎ
れ
も
な

く
「
不
当
労
働
行
為
」
そ

の
も
の
。
局
長
と
し
て
の

責
任
は
重
い
。
た
だ
ち
に

当
局
に
対
し
て
「
謝
罪
と

労
使
関
係
の
正
常
化
」
の

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

退
職
キ
ャ
リ
ア
の

「
ご
利
用
は
計
画
的
に
」

【
関
信
・
埼
玉
支
部
】

朝
日
新
聞
に
、
サ
ラ
金

に
再
就
職
し
た
大
蔵
・
財

務
Ｏ
Ｂ
の
リ
ス
ト
が
報
道

さ
れ
た
。
賃
下
げ
、
拘
束

時
間
延
長
。
さ
ら
に
は
、

退
職
金
大
改
悪
。
現
職
の

苦
し
み
を
よ
そ
に
キ
ャ
リ

ア
の
優
雅
な
生
活
。
そ
れ

に
し
て
も
サ
ラ
金
の
用
心

棒
に
成
り
下
が
る
と
は
。

一
元
化
の
歌
？

【
近
畿
・
吹
田
分
会
】

い
・
否
や
応
も
な
く
押
し

つ
け
ら
れ
て

ち
・
ち
っ
と
も
上
手
く
進

ま
な
い

げ
ん
・
現
場
職
員
あ
た
ふ

た
と

か
・
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ

た
え
え
か
げ
ん
に
せ
ぇ
ー

【
近
畿
・
兵
庫
県
支
部
】

署
長
・
副
署
長
面
談
で

ロ
ー
ン
が
あ
る
か
？
　
金

額
は
？
　
の
聞
き
取
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
聞
か

れ
た
職
員
は
、
「
え
え
か

げ
ん
に
し
て
欲
し
い
」
と

率
直
な
感
想
。

あ
る
署
の
課
税
部
門
で

は
統
括
官
が
「
記
載
の
上

提
出
し
て
く
れ
」
と
借
り

入
れ
明
細
な
ど
を
書
き
込

む
用
紙
を
配
布
し
た
！
　

〈
解
答
〉
黒
１
の
ワ
リ
コ
ミ

が
好
手
筋
。
白
２
に
黒
３
か

ら
５
、
７
で
黒
生
き
で
す
。

黒
１
で
５
は
白
３
で
黒
死
。

白
４
で
５
な
ら
黒
４
白
イ
黒

ロ
で
セ
キ
生
き
で
す
。

務
計
画
に
組
み
込
む
こ
と
。

⑤
日
々
の
質
問
を
デ
ー
タ
べ

ー
ス
化
し
、
電
話
及
び
窓
口

事
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備

す
る
こ
と
。

⑥
専
門
書
や
質
疑
応
答
集
な

ど
を
全
員
が
閲
覧
で
き
る
よ

う
整
備
す
る
こ
と
。

⑦
終
業
後
の
研
修
は
行
わ
な

い
こ
と
。
研
修
は
勤
務
時
間

内
に
実
施
す
る
こ
と
。

４
　
内
部
事
務
一
元
化
職
員

の
処
遇
に
配
慮
す
る
こ
と

①
身
上
申
告
書
を
尊
重
し
た

配
置
転
換
を
行
う
こ
と
。

②
一
元
化
試
行
事
務
従
事
職

員
の
処
遇
が
他
系
統
事
務
職

員
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
確

約
す
る
こ
と
。

③
将
来
の
機
構
改
革
に
つ
い

て
の
当
局
構
想
を
明
ら
か
に

し
て
労
働
組
合
と
協
議
す
る

こ
と
。

５
　
携
わ
る
職
員
の
諸
要
求

を
実
現
す
る
こ
と

①
作
業
し
や
す
い
庁
舎
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
て
か
ら
試
行

を
行
う
こ
と
。

②
昼
休
み
に
十
分
休
め
る
環

境
を
作
る
こ
と
。

③
健
康
確
保
を
第
一
義
と
し

た
試
行
と
す
る
こ
と
。

④
事
務
日
数
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
。
終
業
時
間
10
分

前
に
記
入
で
き
る
事
務
運
営

と
す
る
こ
と
。

⑤
課
税
総
括
Ｐ
Ｔ
配
置
署
に

お
け
る
課
税
部
門
の
調
査
件

数
を
減
ら
す
こ
と
。

⑥
確
定
申
告
事
務
策
定
に
当

た
っ
て
は
一
元
化
従
事
職
員

の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

⑦
職
員
の
声
に
つ
い
て
は
匿

名
と
し
て
、
公
表
す
る
こ
と
。

⑧
勤
務
時
間
の
選
択
は
本
人

希
望
を
尊
重
し
、
早
番
押
し

付
け
な
ど
を
や
め
る
こ
と
。

⑨
窓
口
で
の
つ
り
銭
は
当
局

が
用
意
す
る
こ
と
。

６
　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

拡
大
を
や
め
正
規
職
員
を
増

員
し
て
配
置
す
る
こ
と

７
　
試
行
の
中
間
総
括
、
今

後
３
年
間
の
具
体
的
目
標
を

労
働
組
合
及
び
職
員
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と

要
求
が
実
現
し
な
い
場
合

試
行
の
中
止
を
求
め
ま
す

内部事務一元化試行に関する要求を提出

と
、
試
行
だ
か
ら
こ
そ
人
員

を
増
強
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
当
局
が
構
想

し
押
し
付
け
て
い
る
試
行
は

こ
れ
に
真
っ
向
か
ら
逆
行
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
形
で

の
試
行
に
は
反
対
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

以
下
に
現
状
で
の
改
善
要

求
を
ま
と
め
ま
し
た
。
真
摯

に
対
応
し
、
改
善
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

税務署の運営や機構を変える動きがある中、仕
事は大変になっていないか、締め付けやシバリは
きつくなっていないか、働く環境はどうなのか――
全国税は、みなさんの仕事の実態と生の声を把握
するため、昨年秋、「仕事と職場に関するアンケー
ト」を全国規模で取組み、 5,584名の方から協力
をいただきました。
現時点で、4,451名分（所属＝総務144、行（二）

職84、管理409、徴収427、個人1,357、資産431、
法人1,380、酒類55、総合14、国際・情技等33､税
務相談9、NA108 分担＝内部1,505、外部2,062、
NA884）の集約ができましたので、その特徴点を
シリーズでお返していきます。

仕事が忙しくなっていますが、昨年
と比べてとの設問に(無回答を除き)、
★限界状態になっている5.8％、★より

忙しくなった38.0％、★忙しさは変わ

らない46.8％、★その他9.4％と答えて

います（図１）。
その度合いを部門別にみると、資産

をトップに各部門おしなべて二人に一

人が｢限界｣ ｢より忙しくなった｣と感

じています。

忙しくなった原因はと聞いたところ、
図２のとおり、トップは「人員不足」、

続けて「部門や個人の受持ち業務量の

増加」「個人の処理件数の増加」となり、

「新規施策の押し付け」「拘束時間延

長・昼休み時間の短縮」となっていま

す。部門別にみると、人員不足をトッ

プにあげたのは総務、管理・徴収、資

産で、個人と法人は業務量の増加がト

ップになっています。

ゆゆ
とと
りり
奪奪
わわ
れれ
るる
実実
態態
　　
浮浮
きき
彫彫
りり
にに

図１

図２

記


